
 

 

 
 
 
 
 
 
 

宇陀市心の森「多世代交流プラザ」 
（大宇陀温泉あきののゆ） 

 

指 定 管 理 者 募 集 要 項 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇   陀   市 

 

 

 

 



 

 

 

目       次 

 

 

宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ）における指定管理者の募集について 

                                  ・・・・・    １ 

 １．施設の概要 

  （１）施設の性格と基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    １ 

  （２）施設の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    １ 

 ２．管理にあたっての条件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２～３ 

  （１）指定管理者が行う業務の範囲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     ２ 

  （２）利用料金等に関する事項   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ２ 

（３）管理運営経費に関する事項  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２～３ 

３．業務実施に必要な許可、届出等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     ３ 

 ４．指定期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ３ 

 ５．応募資格等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３～４ 

 ６．募集期間、申込期間、受付時間及び受付場所・・・・・・・・・・・・・・・・    ４ 

 ７．現地説明会の開催 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４～５ 

 ８．申込み書類 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ５ 

 ９．指定管理者の審査・選定の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５～６ 

１０．指定管理者の指定及び協定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ６ 

１１．様式及び資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ６ 

１２．募集に関する質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ７ 

１３．留意事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ７ 

１４．問い合わせ先 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ） 

指定管理者募集要項 

 

 

 本募集は、宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ）（以下、「大宇陀

温泉あきののゆ」という。）の管理運営において、民間事業者の経営資源を積極的に活用する

ことにより、利用者サービスの向上と効率的・効果的な運営及び地域の活力を積極的に活用し

た運営を行うため、令和９年４月１日から管理運営を行う指定管理者を広く募集するものです。 

  なお、本要項は、募集に関する基本的な事項を記載しており、詳細な業務内容については、別

添宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ）指定管理者仕様書を参考にして

ください。 

 

１．施設の概要 

（１）施設の性格と基本方針 

    当該施設は、本市に湧出した良質豊富な温泉資源の有効活用を図り、住民の生涯健康を   

実現するとともに広く地域の活性化に資することを目的としています。重要伝統的建造物

群保存地区に指定されている宇陀松山地区をはじめ、桜の名所として名高い又兵衛桜、うだ

・アニマルパーク、そして道の駅「宇陀路大宇陀阿騎野宿」に近接していることから、安定

的に収益が見込める施設です。 

    そのため、経営努力や創意工夫により、広域的な情報サービスの提供及び市内の優れた

歴史文化遺産、観光資源等と連携することで、広域観光拠点施設として利用者数の一層の

増加とともに地域の活性化に資することが期待できる施設です。 

 

（２）施設の概要 

   ・ 施設の名称 ・・・ 宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ） 

・ 施設の位置 ・・・ 奈良県宇陀市大宇陀拾生２５０番地の２外 

   ・ 施設の規模及び内容 
 

構 造 鉄筋コンクリート造 平屋建て（一部地上２階地下１階） 

敷地面積 ２１，４８９．００㎡  

延床面積 ２，８１５．０７㎡ 

設置年月日 平成１１年１１月  

内 容 

①本体施設（温浴棟、本体棟） 

・温浴棟：鉄筋コンクリート造、平屋建て（一部地上２階 地下１階） 

浴室Ａ、浴室Ｂ、屋内バーデ、屋外バーデ、機械室 

・本体棟：鉄骨造・鉄筋コンクリート造、平屋建て 

      大広間、レストラン、フィットネスルーム、ゲームコーナー、

ボディケアルーム、事務所、調理実習室、研修室等 

②外構施設（駐車場、駐輪場、車庫、プロパン庫、植栽等） 

③源泉及び送水施設 

用 途 複合施設（公衆浴場、飲食店、事務所） 

湯量・泉温 

・泉質 
５０．０ℓ ／分(動力揚湯) ３４．０℃ アルカリ性単純温泉 
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２．管理にあたっての条件 

 （１）指定管理者が行う業務の範囲 

   ①施設の運営に関する業務（利用の許可及び利用の制限等に関することを含む。） 

   ②施設の利用料金の収受に関する業務 

   ③施設、設備及び備品の維持管理及び保全に関する業務 

   ④施設の清掃その他源泉地を含む環境整備に関する業務 

   ⑤その他市長が特に認める業務 

    ※詳細については、別添宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ）

指定管理者仕様書を参考 

 

 （２）利用料金等に関する事項 

   ①利用料金 

     施設の管理については、公の施設の利用に係る料金を指定管理者が自らの収入として

    収受する「利用料金制」を採用しています。 

     利用料金については、市が条例で定める額の範囲内で、市長の承認を得て、指定管理

    者が定めることができます。 

     また、指定管理者は、直売利用者が支払う利用料金や指定管理者が自ら企画・実施す

    る自主事業の収入を自らの収入とすることができます。 

 

   ②消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）への対応について 

     施設の利用事業者が消費税の仕入税額控除を受けるためには、原則、指定管理者とな

る団体が適格請求書発行事業者の登録を受け、適格請求書（インボイス）の交付及び写

しの保存を行うことが必要となるため、必要に応じて手続や準備を行ってください。 

 

 （３）管理運営経費に関する事項 

   ①指定管理料 

     施設の管理運営に要する経費は、利用料金収入、市が支払う指定管理料及び指定管理

者が自ら企画・実施する事業による収入等をもって充てるものとします。 

市が支払う指定管理料の上限額は、次のとおりとします。指定管理料は、申請者が提

出する収支計画書において提案された額を上限として、市と指定管理者との協議よって

定めます。 

指定管理料の上限額は、これまでの管理運営実績等を踏まえて設定しています。申請

者が当該上限額を超える指定管理料を提案した場合は失格となります。 

 

会計年度毎の上限金額（消費税及び地方消費税を含む。） 

年度 指定管理料 

令和９年度 ３２，３４０，０００円 

令和10年度 ３２，３４０，０００円 

令和11年度 ３２，３４０，０００円 

合計 ９７，０２０，０００円 

 

※指定管理料は、原則として精算行為は行わず、指定管理者の経営努力により生じた利益
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については、原則として指定管理者の収益とします。 

   ※利益等の市への還元については、事業計画書・収支予算書等で提案してください。 

※市が管理運営経費の削減につながる施設・設備の改修等を実施した場合は、当該改修等

による管理運営経費の削減効果を勘案し、指定管理料の額について変更の協議を行うも

のとします。 

   ※指定管理料の支払い方法は、市が指定管理者と協議のうえで決定し、年度協定書で定め

るものとします。 

 

３．業務実施に必要な許可、届出等 

（１）食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）に基づく飲食店営業許可 

（２）公衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号）に基づく営業許可 

（３）その他業務内容により、必要となる許可及び届出 

 

４．指定期間 

  令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで（３年間） 

 

５．応募資格等 

 （１）安全かつ円滑に施設を管理可能な実施体制及び経営基盤等が確保されている国内に住所

  又は事業所を有する法人又は団体、若しくはその複数団体により構成された共同事業体（以

  下、「法人等」という。）。個人での応募はできません。 

 

 （２）共同で応募する場合は必ず代表企業・団体を定め、協定の締結にあたっては構成員す 

べてを協定該当者とし、選定後の協議は代表企業・団体と行いますが、協定に関する責任 

は共同事業体の構成員すべてが負うものとします。 

 

 （３）当該施設と同規模の施設の管理運営の実績が２年以上あるもの。 

        ※共同事業体の場合は、いずれかの構成員が該当すること。 

 

 （４）団体又はその代表者及び役員が次の事項に該当しないこと。 

   ①  法律行為を行う能力を有しないもの。 

   ②  破産者で復権を得ない者及び禁固以上の刑に処せられている者 

   ③  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）及び民事再生法（平成１１年法律第２２５  

号）等による手続き中であるもの。 

   ④  暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第

６号に規定する暴力団員が役員又は代表者として、若しくは実質的に経営に関与して

いる団体、役員等が暴力団又は暴力団員に金銭的な援助を行っている団体に該当する

もの。 

⑤  地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項（同項を準用す

     る場合を含む。）の規定により、本市における一般競争入札等の参加を制限されてい

     るもの。 

   ⑥ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１項の規定による指定の

     取消しを受けたことがあるもの。 

⑦ 指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合に、地方自治法第９２条の２、第１ 

     ４２条（同条を準用する場合を含む。）、又は同法第１８０条の５第６項の規定に抵
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     触することとなるもの。 

   ⑧ 国税（法人税、所得税、消費税（地方消費税を含む。））又は法人住民税及び法人事

業税を滞納している、又は未申告であるもの。 

     ⑨ 宇陀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則（平成１８年宇

          陀市規則第７号）第３条第３項の規定に抵触する法人等 

 

 （５）複数応募の禁止 

   ① 単独で応募した法人等は、共同事業体の応募の構成員にはなれません。 

   ② 複数の共同事業体の構成員となっての応募はできません。 

 

 （６）共同事業体による応募の構成員の変更 

共同事業体による応募の場合、代表企業・団体及び構成員の変更は原則的に認めない

ものとします。 

 

（７）選定対象除外 

次に該当する場合は、失格として選定の対象から除外します。 

① 選定審査に関する要求等を申し入れた場合 

② 提出書類に虚偽の記載があった場合 

③ 募集要項に違反又は著しく逸脱した場合 

④ 提出期間内に提出書類等が提出されない場合 

⑤ その他、不正行為があった場合 

 

６．募集期間、申込期間、受付時間及び受付場所 

 （１）募集期間 ・・・ 令和８年 ９月２８日（月）から 

             令和８年１０月１９日（月）まで 

  

 （２）申込期間 ・・・ 令和８年 ９月２８日（月）から 

             平成８年１０月１９日（月）まで 

             ただし、土曜・日曜・祝日を除く。 

 

 （３）受付時間 ・・・ 午前９時から午後５時まで 

 

 （４）受付場所 ・・・ 宇陀市榛原下井足１７番地の３ 

宇陀市役所 市長公室 行政経営課（宇陀市役所３階） 

※申込み書類は直接持参してください。 

※募集要項は宇陀市ホームページでもお知らせします。 

 

７．現地説明会の開催 

大宇陀温泉あきののゆの現況、指定管理者が行う業務及び申請方法等について、次のとお

  り説明会を実施します。参加を希望する場合は、事前に現地説明会参加申込書（様式第１１

  号）によりＦＡＸ又はメール若しくは行政経営課の窓口で申込みが必要です。（１団体３名

  以下） 

 なお、ＦＡＸ又はメールで申し込む場合は、受領したことを確認するため必ず行政経営課

まで連絡してください。 
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 （１）日時    令和８年１０月７日（水） 

・受付  午前８時４５分から午前９時００分まで 

           ・説明会 午前９時００分から午前１１時００分まで 

 （２）場所    大宇陀温泉あきののゆ内 研修室 

（３）申込期限  令和８年１０月５日（月） 午後５時まで 

 

８．申込み書類 

共同事業体以外の団体は、⑧、⑨の提出は不要です。 

共同事業体による応募の場合は下記申請書類及び添付書類の該当する書類については、す

べての団体分を提出してください  

 （１）申請書類及び添付書類 

① 提出書類一覧（目次）                    （様式第１号） 

② 宇陀市公の施設に係る指定管理者指定申請書          （様式第２号） 

③ 誓約書                           （様式第３号） 

④ 事業計画書                         （様式第４号） 

⑤ 収支計画書                         （様式第５号） 

⑥ 法人等概要書                        （様式第６号） 

⑦ 主要業務実績一覧                      （様式第７号） 

⑧ 共同事業体結成届出書                    （様式第８号） 

⑨ 委任状                           （様式第９号） 

⑩ 質問書                          （様式第１０号） 

⑪ 現地説明会参加申込書                   （様式第１１号） 

⑫  納税義務の申立書（該当の場合のみ）            （様式第１２号） 

⑬ 定款又は寄附行為の写し及び登記簿謄本  

（法人以外の団体にあっては、会則等これに準ずる書類） 

⑭ 身分証明書（法人は代表取締役、法人以外の団体は、その代表者） 

⑮ 過去３年間の下記書類（設立年度が３年に満たない場合は該当分のみ提出で可） 

         ア．事業報告書 

         イ．a.貸借対照表 b.損益計算書 c.利益処分に関する書類 d.財産目録 

  e.その他財務状況がわかる書類（e.は任意提出、ただし、a～d がない団体は必須） 

         ウ．法人税、法人住民税、法人事業税及び消費税（地方消費税を含む。）の納税証明

書 

         エ．その他の団体の場合、代表者の所得税、消費税（地方消費税を含む。）、 

              都道府県民税、市町村民税に未納がないことの証明書 

⑯ 法人又は団体の役員名簿 

⑰ 法人又は団体のＰＲ用パンフレット・資料（必要に応じて） 

 

（２）提出部数    

１１部【正本１部  副本１０部(副本は複写可)】（Ａ４ファイル綴色指定なし）  

表紙には、【宇陀市心の森「多世代交流プラザ」指定管理者指定申請書】及び法人等名

を記載してください。（ページ番号を付与すること。） 

 

９．指定管理者の審査・選定の方法 

 （１）基本的な考え方 

    指定管理者制度は、多様化する住民ニーズにより効果的・効率的に対応するため、施 



6 

 

  設を管理する際に民間の能力やノウハウを幅広く活用するとともに、住民サービスの向 

   上とコストの節減を図ることを目的とするものです。 

     そこで、指定管理者制度の趣旨や施設の設置目的を十分理解し、公正かつ適正な管理

    運営の下、地域に貢献できる指定管理者を選定するため、次の選定基準を基に審査方法

    を定めます。 

①利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られるものであること。 

②公の施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

③公の施設の適切な維持及び管理並びに管理に係る経費の縮減が図られるものである 

こと。 

④公の施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しており、

又は確保できる見込みがあること。 

⑤その他市長が別に定める事項 

  

 （２）審査方法 

     指定管理者の選定にあたっては、第１次審査（書類審査）、第２次審査（面接審査）

の２段階で審査を行います。第２次審査（令和８年１０月２９日（木）を予定）の実施

については、別途通知します。 

 審査は非公開で行い、事前に設置された「指定管理者選定委員会（以下、「選定委員

会」という。）」が候補者を選定し、議会の議決を経て決定します。 

 なお、議会の議決が得られなければ不採用となりますが、この場合において市は、一

切の損害の責めを負わないものとします。 

 申請者が１団体であっても選定委員会で指定管理者としての適正を審査します。また、

選定基準に適合する者がいないと判断されたときは、候補者を選定しない場合がありま

す。 

 

 （３）選定結果の通知 

     応募者全員に、令和８年１１月上旬を目途に書面で通知します。 

 

１０．指定管理者の指定及び基本協定 

 （１）指定管理者の指定及び基本協定書の締結 

     前項で選定した候補者を指定管理者とする議案を令和８年１２月議会定例会に上程

    し、市議会の議決が得られた場合は指定管理者として指定したのちに基本協定書を締結

    します。 

 

１１．様式及び資料 

    本要項に添付している様式及び資料は次のとおり。 

 （１）宇陀市心の森「多世代交流プラザ」（大宇陀温泉あきののゆ）指定管理者仕様書 

 （２）宇陀市心の森「多世代交流プラザ」指定管理者業務要求水準書 

 （３）宇陀市心の森「多世代交流プラザ」指定管理者申請様式集 

 （４）宇陀市心の森「多世代交流プラザ」指定管理関係条例集 

    ・宇陀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び同条例施行規則 

    ・宇陀市心の森「多世代交流プラザ」条例及び同条例施行規則 
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（５）宇陀市心の森「多世代交流プラザ」利用者数及び収支決算資料 

    

１２．募集に関する質問 

    質問がある場合は、申請様式集にある質問書（様式第１０号）により受付、回答いたし

ます。 

 （１）受付期間  令和８年９月２８日（月）から１０月１３日（火）まで 

午前９時～午後５時 

ただし、土曜・日曜・祝日を除く。 

 

 （２）送付方法  質問事項は質問書（様式第１０号）により、ＦＡＸ又はメールで送信して

ください。行政経営課の窓口への持参可。なお、ＦＡＸ又はメールの場合

は、受領した事を確認するため必ず行政経営課まで連絡してください。 

 

           （３）回答方法  質問者に、随時ＦＡＸ又はメールで回答いたします。 

また、質問の要旨及び回答は、市のホームページに掲載します。 

       

１３．留意事項 

 （１）申請に係る経費は、すべて申請者負担とします。 

 

（２）募集要項等公表時、現地説明会、指定管理候補者選定以降において現状施設等の変更 

があった場合は基本協定書に反映するものとします。 

 

１４．問い合わせ先  

    奈良県宇陀市榛原下井足１７番地の３ 

    宇陀市役所 市長公室 行政経営課（宇陀市役所３階） 

    ＴＥＬ ０７４５－８２－３６３２ 

    ＦＡＸ ０７４５－８２－３９００ 

    メールアドレス g-keiei＠city.uda.lg.jp 


